
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成７年１月１７日、阪神・淡路大震災が発生して、早

１９年間が経ちました。吹田市では、そのつらい思い出を

風化させないために、毎年１月に吹田市連合自治会連合協

議会と合同で、防災訓練を実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の訓練では、身を守ることの大切さ、避難する場所

の確認、避難方法、近隣の方々の安否確認などの具体的な

取り組みの周知を図るとともに、地域災害対策本部と吹田

市災害対策本部との情報収集・伝達訓練を行いました。 

 また、これらの訓練以外に、炊き出し訓練や可搬式ポン

プを使った消火訓練など、各地域で工夫を凝らし、実施さ

れました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連合自治会 参加者数 連合自治会 参加者数 連合自治会 参加者数 連合自治会 参加者数 

吹一・吹六 614 人  千 三 439 人  山 一 932 人  高野台 171 人  

吹 二 576 人  千里新田 456 人  北山田 828 人  桃山台 170 人  

吹 三 952 人  佐井寺 97 人  西山田 515 人  竹見台 250 人  

東 1,124 人  五月が丘 208 人  南山田 525 人  津雲台 223 人  

吹 南 417 人  岸 部 663 人  東山田 305 人  古江台 357 人  

山 手 384 人  豊 一 314 人  千里丘 368 人  藤白台 456 人  

片 山 835 人  豊 二 428 人  山 三 550 人  青山台 169 人  

千 一 501 人  江坂大池 222 人  山 五 165 人  

千 二 306 人  江坂連合 90 人  佐竹台 227 人  

計計計計    14,837 人  

 



 

 

 

 合同防災訓練の中で、市職員も参集訓練のほか、市内パ

トロール、災害対策本部の設営、救援物資の移送、災害時

シャワーシステムの稼働準備、簡易トイレの確認など、各

部局が災害対応訓練を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～訓練の想定～ 

平成 26 年 1 月 19 日(日)午前 9 時 30 分、上町断層帯

を震源としたマグニチュード 7.5 の直下型地震が発生し、

市全域で震度 6 強、一部地域で震度 7 の大地震に襲われ

た。 

 吹田市では、市独自で被害想定を行っており、吹田市に

最も大きな被害をもたらす地震は、上町断層帯地震と想定

しており、その被害想定は、下記のとおりです。 

死者数 1,364 人 

負傷者数 4,628 人 

重症者数 239 人 

り災者数 179,779 人 

人

的

被

害 

避難者数 52,134 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２５年１２月、万博記念公園お祭り広場に、日本全

国から選りすぐりラーメン店が集結し、「ラーメンＥＸＰ

Ｏ」が開催されました。危機管理室では、このイベントに

「防災コーナー」として参加し、災害時に問題となる「ト

イレ」をテーマとし、奥村機械（株）をはじめ多くの企業

の協力を得て、いろいろなタイプの簡易トイレを展示しま

した。また、１００円均一ショップで揃えることができる

防災グッズの展示も行いました。 


